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サヴェジ基礎論とフォーマリズム

園　　信 太 郎

1．Bruno de Finetti と Formalism

de Finettiは一貫してフォーマリズムを拒否
している。彼は天才であり，生来の確率を持っ
て生まれてきている。形式が存在を規定すると
いう形式の優先を，当然彼は拒否した。
Kolmogorov systemにおける完全加法性の拒否
も，当然この彼の素生と関りがある。
通常は（有能な数学者を含めて）後事的に

「確率」を学ぶ。そこで「確率」は，多少愉快
なのだが，数学者に対する罠となり得る。
Three prisoners puzzle （Monty Hall Problem に
似ているが，事象の一回性が組込まれている） 
に対して幾人かの数学者が，「二分の一だ」と
言い張ったことを回想してもらいたい。つま
り，人は「確率しない」のである。統計学で
も，本来は自身の事後確率を導かなければなら
ないのに，頑なにそれを拒否する人人がいる。
しかし，de Finettiは，生まれながらにして自
身の確率を持っていた。彼からすれば，例えば
頻度論などは，異様な詭弁であった。しかし彼
の様な天才でないのならば，フォーマリズムは
救世主ではないのか。確率論の基礎づけは「ま
だ生きている」のである。

2．ある授業

筆者は統計学の入門講義を行う際に，統計学
自身は数学ではないが，いかなる数学であって
も，つまり多少いかがわしくても，役に立つ限
りにおいて，統計学は数学を利用すると，断る
ことにしている。また，Kolmogorov systemの

完全加法性については，確率の解析学を構築す
るために設定された，一つの仮説であり，A. 

N. Kolmogorov自身は，確率の「定義」の問題
には立ち入らずに，言わば迂回しているとも
断っている。
なお，統計学の授業では確率の定義の問題
を，簡潔でも良いから取り上げるべきであろ
う。そのためには，サヴェジ基礎論の第 4章が
参考になるであろう。
なお講義中に，「数学」は「うそ」をつかな

いであろうかという問を発して，Russellの逆
理を紹介し，「応用」といえども「基礎」とは
無縁でないことに，注意をうながしてもいる。

3．サヴェジ氏とフォーマリズム

サヴェジ氏はフォーマリズムの精神を生真面
目に学んだのである。そしてそれを利用した。
彼が導入する「個人，Person」は，いかなる
「計算」であっても，それが計算である限り，
即座に「それ」を遂行できるという ｢存在｣ で
ある。従って「個人」は，十進法によって表現
された円周率の，小数点以下の任意の桁の数字
を，その桁が特定されているのならば，即座に
告げることができる。つまり「個人」には，
「計算できる」範囲において，「未知」は存在し
ない。もちろん de Finettiからすれば，このよ
うな「個人」は排すべき空想である。だが，サ
ヴェジ氏自身がそうしたように，確率の基礎づ
けをフォーマルに遂行しようとすれば，しかも
規範的に遂行しようとすれば，「個人」の導入
は多分不可避である。このような「個人」は，
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なるほど理念物だが，それは生産的である。

4．フォーマリズムの罠

だが用心が必要である。フォーマルに接近し
ようとすれば，「個人」の選好のある種のパ
ターンを「確率」とよぶことにより，「確率」
を定義することとなる。この「定義」は，本来
の定義として受け入れられるものではない。確
率とは「個」に宿る信念の程度であり，他では
ない，という主観主義は守られねばならない。
この主観主義こそサヴェジ氏が de Finettiから
受け継いだものである。
フォーマリズムでは，形式にそって，即物的

に存在を規定する。このようなやり方では，
「概念の本質」を取り逃がす恐れがある。つま
り本質論の空洞化である。R. Dedekindは，
Dedekind切断を導入した際に，切断即実数と
いう流儀を意識して採らなかった。彼は，多
分，「実在する」数直線の方を重視したのであ
る。
なお，真剣な関数方程式の専門家であれば，

「法則」を「グラフ」として規定する集合論的
流儀が，集合論的述語∈に基づく証明の遂行と
いう，いわば「作業」のために設定された便宜
的流儀であり，自身が問題としている「法則」
は，「この世界」にかかわる「真剣な」もので
あると自覚しているはずである。

5．補遺－R. Dedekind の流儀－

Dedekindが，「1」から始まる自然数系列の
基礎づけを遂行したことは，広く知られてい
る。また彼の議論によって，「有限」集合の基
数の概念がはじめて基礎づけられたのである。
彼の「思想」は，次の三つの特徴を持つ。

（1）それがいかに基本的とされる主張であって
も，人は，たといわずかでも疑念を抱いた場合
には，その主張の「証明」を要請し得る。

（2）その「証明」の諸前提を，「証明」の遂行
者に対して，できれば明晰に提示することを，
人は要請し得る。
（3）それらの諸前提の各に対して，自身がいか
に反応するかを，人はぜひとも省察すべきであ
る。

これら（1）（2）（3）は，確率算の基礎づけ
においても適応できるし，率直に述べれば，適
応しなければ「ならない」。ここで（3）は，自
身を欺かないためにぜひとも必要である。それ
がいかなる権威をもって主張されているもので
はあっても，自身が納得していない場合には，
率直にその現実を確認すべきである。

 2019年 6月 26日（水）
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de Finetti, Bruno, Probability : Beware of Falsification !, 

1977.これは H. E. Kyburg, Jr. and H. E. Smoklerが編
集 し た， 但 し，Krieger 版（1980, New York） の，
Studies in Subjective Probability， に あ る。Wiley 版
（1964, New York）にはない。なお BdFのこの論文は
元はイタリア語であり，Scientia, 111, 283-303, （1976）
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